
知 思 態

４

～

６

24 ○ ○ ○

7

～

1

0

24 ○ ○

24 ○ ○ ○

24 ○ ○ ○

9

計 105

１

１

～

３

令和５年度　シラバス

使用する教科書

工業技術基礎 　

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

3 ２～４ 建築科 １年３組 必修

特記事項 ※標準単位数を下回る場合の理由とその対応策等、必要に応じて記載する欄とする。

科目目標

工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の諸課題を適切に解決することに必要な基礎的な資質・能力を次のとおり育成すること

を目指す。

（1） 工業技術について工業のもつ社会的な意義や役割と人と技術との関わりを踏まえて理解し，関連する技術を身に付ける。【知識及び技術】

（2） 工業技術に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 【思考力・判断力・表現力等】

（3） 工業技術に関する広い視野をもつことを目指して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

工業の各分野に関する基礎的な知識と技能

を身につけ，工業の発展と環境・資源など

との調和のとれたものづくりを合理的に計

画し、実際の仕事を適切に処理する技能を

身につけている。

工業技術に関する諸問題の適切な解決をめざし

て，広い視野からみずから思考し，基礎的な知

識と技術を活用して適切に判断し，その結果を

的確に表現し伝える能力を身につけている。

工業技術について主体的に興味・関心を持ち，その

改善向上をめざして意欲的に取り組むとともに,   社

会の発展に役立つ技術開発を積極的に学ぶ態度を身

につけている。

木工

墨つぼや墨差し、手工具の使い
方など木工の基礎を学ぶ。
図面から拾い出し、ほぞ加工を
つくることで必要な部材や加工
の仕方を学ぶ。

より完成度の高い
作品にするために
は何が必要か知
り、実行すること
ができる。

製作手順を理解し
て次の作業に必要
な事項を自ら考
え、判断しようと
している。安全作
業の共通認識と慎
重な取り組みがで
きる。

図面や工具の正し
い使い方を理解し
ようと努力し、創
意工夫を心がけ、
よりよい成果を目
指し取り組んでい
る。

模型・造形

建築模型製作に必要な知識と技
術を学ぶ。

造形実習で立体構成や色彩構成
を学び建築デザインや美術感覚
を養う。

正確に、速く、美
しく仕上げるため
に、模型・造形に
関する知識と、正
しい技能を身に付
けている。

　常に最善の方法
を模索しながら、
慎重に進めようと
する姿勢を崩さ
ず、合理的かつ効
果的な施工ができ
るよう創意工夫で
きること。

作品をよりよいも
のにするというこ
だわりを持ち、正
確に仕上げていこ
うとする姿勢があ
る。

ＣＡＤ

建築図面の作成に必要なＣＡＤ
の基礎操作を学ぶ。

基本操作を身に付
け、図形や線種の
違いを理解し適切
に使用することが
できる。

図面を早く丁寧に
仕上げるために足
りない点を教師や
周囲に聞くことが
できる。また、周
囲に教えることが
できる。

主体的に課題につ
いて関心を持ち、
自ら問題解決に向
けて意欲的に取り
組もうとしてい
る。

※台風休校などの

　予備日

※1学級40人を4班に分け、

　1年間で4つの実習項目を

　ローテーションする

測量

平板測量で敷地の面積の求め方
についての基礎を学ぶ。

測量機器の正しい
操作法を身に付
け、測定誤差の改
善方法を理解して
いる。

　測定法の変更を
余儀なくされたと
きの対処方法をグ
ループ全員で検討
し、改善するため
の提案をすること
ができる。

共同作業で各自が
役割を理解し、協
力して取り組む姿
勢が見られる。

※年度末のＰＤＣＡサイ

クルのための点検記入欄

年間指導計画表

月
予定

時数

実施

時数
学習項目 学習内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法

振り返り

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度



知 思 態

4 8 ○ ○ ○

5 8 ○ ○ ○

６

７

10 ○ ○ ○

9 10 ○ ○ ○

10 8 ○ ○ ○

11

12 10 ○ ○ ○

12

1 8 ○ ○ ○

2

3

8 ○ ○ ○

令和５年度　シラバス

使用する教科書

2 ２～８ 建築科 １年３組 必修 実教出版「建築設計製図」

必修・選択科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組

建築設計製図

特記事項 1年次に2単位、３年次に３単位、合計５単位修得予定

科目目標

　工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、建築分野に必要な資質・能力を次の通り育成することを目指す。

（１）建築分野に関する製図について、日本産業規格および国際標準化機構規格を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。

（２）各種設計図に関する課題を発見し、建築に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。

（３）建築分野における各種図面の作成と図面から施工情報を読み取る力の向上を目指して自ら学び工業の発展に主体的かつ協働的に取組む態度を養う。

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　建築分野に関する製図について、日本産業規格

および国際標準化機構規格を踏まえて理解すると

ともに、関連する技術を身に付けている。

　各種設計図に関する課題を発見し、建築に携わ

る者として科学的な根拠に基づき、工業技術の進

展に対応し解決しようと取り組んでいる。

　建築分野における各種図面の作成および図面から施工情報

を読み取る力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体

的かつ協働的に取り組んでいる。

年間指導計画表

月
予定

時数

実施

時数
学習項目 学習内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

（１）製図の役割

　　ア製図と規格

　　イ図面の表し方

　製図の基本

　課題１「線の練習」

製図道具の基本的な使

い方を覚えている

製図の基本である「線

の引き方」を習得して

いる

習得した技能を使っ

て、各線種を表現する

ことが出来る

課題を丁寧に仕上げよ

うと努力している

　課題３「平面表示記号」 平面図で表現する建具

や材料など、あらかじ

め決められた規則にし

たがった記号で表すこ

とを理解している

記号を正確に表現する

ためにはどうすれば良

いか考えることが出来

る

細かい表現も省略せず

に、最後まで丁寧に仕

上げようとしている

　課題２「文字の練習」 製図に使用する文字は

JIS規格で定められて

いることを理解してい

る

文字の高さを決め、上

下に補助線を引いて丁

寧に書こうと工夫して

いる

補助線に沿って丁寧に

書こうと努力している

（２）建築に関する

　　　設計製図

　木構造の設計製図

　　平屋建専用住宅

　課題４「平面図」

一般的な木構造の住宅

設計の平面図に必要な

知識を習得している

「製図の基本」で学ん

だ技術を、課題３「平

面図」で表現できる

「平面図」の作図手順

に従って、図面を丁寧

に仕上げようと努力し

ている

　課題５「立面図」

　課題６「断面図」

地面（GL)と建築物の

床、天井、屋根との一

般的な高さ寸法を理解

している

建築物を立体的に捉

え、視点を変えるとど

のように見えるのか想

像することが出来る

「立面図」「断面図」

の作図手順に従って、

図面を丁寧に仕上げよ

うと努力している

　課題７「基礎断面詳細図」

　課題８「屋根断面詳細図」

配筋や捨てコンクリー

ト、砂利敷きの表現を

習得している

小屋組の部材相互の関

係を理解している

各部材の寸法や重なり

方をよく観察し、図面

に表現することが出来

る

「断面詳細図」の作図

手順に従って、図面を

丁寧に仕上げようと努

力している

　課題１０「ブロックプラン」

用途や機能別に空間を

分類し、快適な住空間

を設計するためのポイ

ントを理解している

さまざまな空間の組み

合わせ（レイアウト）

を試行錯誤して、良い

ものにしようと考えて

いる

既存の建築物の資料を

積極的に収集している

　鉄筋コンクリート構造の

　　　　　　　　　設計製図

　鉄筋コンクリート構造の

　　　設計手順と基礎知識

　課題９　住宅の設計製図

　　「家族の要望・設計条件」

鉄筋コンクリート構造

の建築物、設計順序、

設計方法を理解してい

る

「建築計画」や「建築

構造」で学んだ知識を

住宅設計に活かそうと

考えている

設定した家族の要望を

かなえようと創意工夫

をこらそうとしている



知 思 態
月

予定

時数

実施

時数
学習項目 学習内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

計 70



知 思 態

6 〇 〇

8 〇 〇

4 〇 〇

6 〇 〇

6 〇 〇

6 〇 〇

・コンピュータの起動・終了，マ

ウス・タッチスクリーン・キー

ボードの基本操作，記憶装置の取

扱いなどに関心を持ち，意欲的に

学習に取り組み，協働して学ぼう

としている。

・Webブラウザ，日本語ワードプ

ロセッサソフトウェア，表計算ソ

フトウェア，プレゼンテーション

支援ソフトウェアなどに関心をも

ち，意欲的に学習に取り組み，協

働して学ぼうとしている。

12

１

２

３

6

（３）プログラミングと工業に関す

る事象の数値処理

　ア　アルゴリズムとプログラミン

グ

・プログラム言語の種類について理解させる。

・問題解決の手段としてのアルゴリズムやプログラムの

作成の意味を理解させる。

・順次・選択・繰返しの三つの基本的な流れ図と構造化

プログラミングの意義について理解させる。

・簡単なプログラムによってCの特徴を理解させる。

（精選工業情報数理P77～92）

〇 〇

・機械語、アセンブラ言語、高水準

言語について理解している。

・基本的なアルゴリズムを組み合わ

せて応用的なアルゴリズムを作成す

る知識を身につけている。

・基本的なプログラムを作成し、実

行する技能を習得している。

・アルゴリズムと流れ図について理

解し，これらを活用する技能を習得

している。

・機械語、アセンブラ言語、高水

準言語の用途を判断し、適切な言

語を選択できる。

・インタプリタとコンパイラの違

いを理解し、用途を考察できる。

・最適なプログラムを記述するた

めに必要なアルゴリズムを考えて

流れ図として表現できる。

・用途に応じたプログラム言語の

違いや、プログラムのつくり方に

関心をもち、意欲的に学習に取り

組み、学習態度は真剣である。

・問題解決の処理手順であるアル

ゴリズムと、アルゴリズムを実現

するための流れ図を描くことに興

味をもち、意欲的に学習に取り組

み、学習態度は真剣である。

・コンピュータの不正使用，コンピュータウイルスなど

取り上げ，その対応策としてデータの暗号化技術，電子

認証技術，コンピュータウイルスなどの対策ソフトウェ

アの活用などについて学習する。

（精選工業情報数理P24～28）

・コンピュータの誤作動や障害が産業社会に与える影響

とその対応策について学習する。

（精選工業情報数理P28～29）

・情報の不正利用防止やセキュリ

ティ対策について理解している。

・データの暗号化技術および認証シ

ステムなどについて理解している。

・コンピュータの不正利用防止の

ために，それらの実態を知り技術

的な対処方法が必要であることが

考察し発表できる。

・問題の発見・解決に向けて具体

的に考え，お互いの意見を述べた

り発表したりできる。

・情報の適切な収集・分析・整理

に関して思考・判断でき，自分の

考えを表現できる。

・コンピュータウィルス対策や情

報の不正利用防止のための基本的

な技術に関心をもち，意欲的に学

習に取り組み，協働して学ぼうと

している。

７

９

１０

１１

（2）コンピュータシステム

　ア　ハードウェア

　

・データの内部表現及び論理代数，論理回路，中央処理

装置，周辺装置などを取り上げ，コンピュータのハード

ウェアの種類と役割について学習する。

（精選工業情報数理P133～158）

・処理装置や周辺装置の基本的な知

識を身につけている。

・コンピュータに周辺装置を適切に

接続する技能を習得している。

・2進数と16進数について理解し，

四則計算や変換計算ができる。

・コンピュータにおけるハード

ウェアの役割としくみを理解し，

説明できる。

・利用目的に応じた適切な周辺装

置を選択し，提案できる。

・10進数の構成から，2進数と16

進数の構成が類推し発表できる。

４

５

６

ウ　情報のセキュリティ管理

ウ　情報通信ネットワーク ・情報通信ネットワークにおいて使用されている通信

ケーブル，ハブなどの通信機器，配線形態，各種の伝送

制御手順，プロトコル，停電や雷に対する安全対策など

を取り上げ，データ通信とネットワークについて学習す

る。

（精選工業情報数理P159～172）

・データ通信システムと情報通信

ネットワークの概要について理解し

ている。

・LANの基本構成について理解し、

簡単な接続ができる。

・ている。

・無線を利用した機器について理解

している。

・停電対策や雷対策について理解し

ている。

・コンピュータ室のネットワーク

について，使用されている機器を

判断して，構成を説明できる。

・家庭のインターネット接続につ

いて適切な方式を選択し提案でき

る。

・データ通信の概要とネットワー

クの概要について関心をもち，意

欲的に学習に取り組み，協働して

学ぼうとしている。

・家庭のインターネット接続やコ

ンピュータ室のネットワークに関

心をもち，意欲的に学習に取り組

み，協働して学ぼうとしている。

・処理装置と周辺装置に関心があ

る。そして，上記の事項について

意欲的に学習に取り組み，協働し

て学ぼうとしている。

・2進数，10進数，16進数などに

関心をもち，意欲的に学習に取り

組み，協働して学ぼうとしてい

る。

イ　ソフトウェア ・オペレーティングシステムやアプリケーションソフト

ウェアの種類と役割などを取り上げ，ソフトウェア開発

の手順について学習する。

（精選工業情報数理P37～76）

・マウス・タッチスクリーン・キー

ボードを扱う技能を習得している。

・記憶装置を扱う技能を習得してい

る。

・アプリケーションソフトウェアの

特徴の違いや機能について理解して

いる。

・アプリケーションソフトウェアに

共通する基本的な操作などの技能を

習得している。

・アプリケーションソフトウェア

の中から必要なソフトウェアを選

択することについて思考・判断で

き，自分の考えを表現できる。

・アプリケーションソフトウェア

を活用して情報をデザインし表現

できる。

※年度末のＰＤＣＡサイクルの

ための点検記入欄

イ　情報モラル ・個人情報などのデータの取扱いは，プライバシーを保

護する観点から取り上げ，工業に携わる者としての情報

に対するルールやモラルまた，著作権などの知的財産の

制度や保護についても学習する。

（精選工業情報数理P20～23）

・情報機器やSNSなどの利点や欠

点，危険性，正しい取り扱いについ

て理解し、自分たちがすべきことい

ついてまとめることができる。

・知的財産権について理解してい

る。

・情報化社会が進展するにつれ，守

らなければならないマナーやモラル

が重要であることを理解している。

・情報機器やSNSなどのサービス

を取り扱ううえでの社会人として

のルール，モラルやマナーなどに

ついて，具体的に考え，お互いの

意見を述べたり発表したりでき

る。

・知的財産権・プライバシーの保

護・コンピュータの不正利用対

策・コンピュータウィルス，およ

び，それらの対策などに関心をも

ち，意欲的に学習に取り組み，協

働して学ぼうとしている。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

（１）　産業社会と情報技術

ア　情報科の進展と産業社会

・コンピューターの歴史と特徴、コンピュータの利用形

態、情報技術の進展が産業社会に及ぼす影響などを取り

上げ、工業に携わる者として情報を活用できるように学

習する。（精選工業情報数理P14～19）

・情報の収集・発信の際の責任，情報を取り扱う際の留

意点などについて学習する。

・情報・情報処理・データ・ICTなど

の用語を理解している。

・問題の発見・解決の手順について

理解しており、グループでの話合い

の進め方やKJ法などの技術を身につ

けている。

・情報を適切に収集・分析・活用、

デザインして表現する知識と技能を

身につけている。

・情報技術の進展にともない産業

社会におよぼす影響について，光

と影の部分に関して思考・判断で

き，自分の考えを表現できる。

・コンピュータがパソコンだけで

なく，制御や通信など多くの機器

に組み込まれ活用されていること

が考察し、発表できる。

・コンピュータの特徴とコン

ピュータを用いることの意味に関

心をもち，意欲的に学習に取り組

み，協働して学ぼうとしている。

・コンピュータが身のまわりのさ

まざまなものに組み込まれ，さら

にインターネットなどに接続され

利用されていることに関心をも

ち，意欲的に学習に取り組み，協

働して学ぼうとしている。

年間学習計画表

月
予定

時数

実施

時数
学習項目 学習内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

特記事項 科目「情報Ⅰ」を当科目に代替するため「（２）コミュニケーションと情報デザイン」についても取り扱うこととする。

科目目標

（１）工業の各分野における情報技術の進展と情報の進展と情報の意義や役割及び数理処理の理論を理解するとともに、関連する技術を身につけるようにする。【知識及び

技術】

（２）情報化の進展が産業社会に与える影響に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。【思考力・判

断力・表現力】

（３）工業の各分野において情報技術及び情報手段や数理処理を活用する力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向

かう力】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

情報技術に関する基礎的な知識と技術を理解し、

情報技術を利用した情報の収集・処理・活用のた

めに必要な技能を身につけている。

諸問題の解決をめざしてみずから思考を深め、問題解決方

法を適切に判断する能力を身につけており、情報技術を

活用して情報を処理・表現することができる。

情報技術に関する基礎的な知識と技術に関心をもち、その習得

に向けて意欲的に取り組むとともに、実際に活用しようとする

創造的・実践的な態度を身につけている。

令和５年度　シラバス

使用する教科書

工業情報数理 　 2 ２～４ 建築科 1年３組 必修 実教出版「精選工業情報数理」

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択



知 思 態 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度
月

予定

時数

実施

時数
学習項目 学習内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

6 〇 〇 〇

6 〇 〇 〇

6 〇 〇 〇

6 〇 〇 〇

4 〇 〇 〇

70

イ　データの入出力 ・実際にコンピュータにデータを入力し結果を出力する

流れについて学習する。

（精選工業情報数理P91～101）

・データについては，キーボードやファイルからの入

力，画面やファイルへの出力など，データの扱い方や効

果的な設計方法などについて学習する。

（精選工業情報数理P102～115）

・BASICの簡単なプログラムを作成

し，コンピュータに入力して，その

結果を出力する知識と技能を習得し

ている。

・順次処理,選択処理,繰返し処理のア

ルゴリズムと使用する命令について

理解してプログラムすることができ

る。

・おもな組込み関数について理解し

てプログラムすることができる。

・問題を解決するためのアルゴリ

ズムを理解し，自らプログラムを

作成し，他人が利用できるソフト

ウェアのプログラムを記述し、説

明できる。

・協働でプログラミングするため

に、他人が理解できるわかりやす

く最適化されたプログラムの記述

や文書作成ができる。

・基本的な命令を理解し，四則計

算プログラム・文字データを出力

するプログラム・数値データや文

字列データを扱うプログラム・分

岐処理・繰返し処理などのプログ

ラムに関心をもち，意欲的に学習

に取り組み，協働して学ぼうとし

ている。

・コンピュータ制御の概要について

理解している。

・コンピュータ制御に必要なプログ

ラムについて理解している。

・コンピュータ制御において、イン

ターフェイス、センサ、アクチュ

エータなどの知識・技能を習得して

いる。

・身のまわりの機器がコンピュー

タ制御されていることを知り、ど

のような制御を行っているか説明

できる。

・身のまわりの機器に組み込まれ

ているコンピュータの特徴を説明

できる。

・機器に適したコンピュータ制御

の方法を判断して説明できる。

・身のまわりのコンピュータ制御

に関心がある。

・コンピュータ制御の具体的な方

法に関心がある。

・身のまわりの組込み技術とその

特徴に関心がある。

・コンピュータ制御について関心

があり、上記の事項について意欲

的に学習に取り組み、学習態度は

真剣である。

・BASICの簡単なプログラムを作成

し，コンピュータに入力して，その

結果を出力する知識と技能を習得し

ている。

・順次処理,選択処理,繰返し処理のア

ルゴリズムと使用する命令について

理解してプログラムすることができ

る。

・おもな組込み関数について理解し

てプログラムすることができる。

・問題を解決するためのアルゴリ

ズムを理解し，自らプログラムを

作成し，他人が利用できるソフト

ウェアのプログラムを記述し、説

明できる。

・協働でプログラミングするため

に、他人が理解できるわかりやす

く最適化されたプログラムの記述

や文書作成ができる。

・基本的な命令を理解し，四則計

算プログラム・文字データを出力

するプログラム・数値データや文

字列データを扱うプログラム・分

岐処理・繰返し処理などのプログ

ラムに関心をもち，意欲的に学習

に取り組み，協働して学ぼうとし

ている。

ウ　数理処理 ・工業の事象の計算，面積・体積・質量の積算及び単位

と国際単位系（SI）を含む単位換算について学習する。

（精選工業情報数理P183～187）

・速さと加速度，質量と密度，力とエネルギー，力とつ

り合い，流れの基礎，計測と誤差，構造物の安全性，流

れとエネルギー，時間とともに変化する事象などのモデ

ルを想定したシミュレーションなどについて取り上げ，

コンピュータを活用した数理処理について学習する。

（精選工業情報数理P188～200）

・組立単位が固有の記号の組合せで

構成されていることを理解してい

る。

・実際の実験データを用意し，グラ

フ化する方法を理解しグラフを作成

する技能を習得している。

・実際にあるデータから特徴を読み

取る技能を習得している。

・表計算ソフトウェアを用いた解析

手順を行う技能を習得している。

・量の名称・量記号・単位(SI)に

ついて説明できる。

・実験データをグラフによって可

視化し，データの特徴を見いだす

方法を提案できる。

・いろいろな事象をモデル化に

よって数式として扱う方法を理解

し，適切な方法を選択して説明で

きる。

・量の名称・量記号・単位(SI)に

ついて関心をもち，意欲的に学習

に取り組み，協働して学ぼうとし

ている。

・実験データをグラフによって可

視化し，データの特徴を見いだす

方法について関心をもち，意欲的

に学習に取り組み，協働して学ぼ

うとしている。

・いろいろな事象をモデル化に

よって数式として扱う方法に関心

をもち，意欲的に学習に取り組

み，協働して学ぼうとしている。
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１

２

３

イ　データの入出力 ・実際にコンピュータにデータを入力し結果を出力する

流れについて学習する。

（精選工業情報数理P91～101）

・データについては，キーボードやファイルからの入

力，画面やファイルへの出力など，データの扱い方や効

果的な設計方法などについて学習する。

（精選工業情報数理P102～115）

（３）プログラミングと工業に関す

る事象の数値処理

　　エ　制御プログラミング

・コンピュータ制御の考え方について理解させる。

・コンピュータ制御の具体的な方法について理解させ

る。

・身のまわりの組込み技術の概要を知り、特徴を理解さ

せる。（精選工業情報数理P173～182）

ウ　数理処理 ・工業の事象の計算，面積・体積・質量の積算及び単位

と国際単位系（SI）を含む単位換算について学習する。

（精選工業情報数理P183～187）

・速さと加速度，質量と密度，力とエネルギー，力とつ

り合い，流れの基礎，計測と誤差，構造物の安全性，流

れとエネルギー，時間とともに変化する事象などのモデ

ルを想定したシミュレーションなどについて取り上げ，

コンピュータを活用した数理処理について学習する。

（精選工業情報数理P188～200）

・組立単位が固有の記号の組合せで

構成されていることを理解してい

る。

・実際の実験データを用意し，グラ

フ化する方法を理解しグラフを作成

する技能を習得している。

・実際にあるデータから特徴を読み

取る技能を習得している。

・表計算ソフトウェアを用いた解析

手順を行う技能を習得している。

・量の名称・量記号・単位(SI)に

ついて説明できる。

・実験データをグラフによって可

視化し，データの特徴を見いだす

方法を提案できる。

・いろいろな事象をモデル化に

よって数式として扱う方法を理解

し，適切な方法を選択して説明で

きる。

・量の名称・量記号・単位(SI)に

ついて関心をもち，意欲的に学習

に取り組み，協働して学ぼうとし

ている。

・実験データをグラフによって可

視化し，データの特徴を見いだす

方法について関心をもち，意欲的

に学習に取り組み，協働して学ぼ

うとしている。

・いろいろな事象をモデル化に

よって数式として扱う方法に関心

をもち，意欲的に学習に取り組

み，協働して学ぼうとしている。



知 思 態

○ ○

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

構造形式や構成部材、お
よび木構造に用いられる
建築材料に関する基礎的
な知識を習得し、技術や
技能を身に付け、活用す
ることを理解している。

構造形式や構成部材、
および木構造に用いら
れる建築材料に関する
基礎的な知識をもとに、
建築材料を適切に判断
し、創意工夫する能力
を身に付けるとともに、
その成果を適切に表現
することを考えている。

構造形式や構成部材、
および木構造に用いら
れる建築材料に関する
基礎的な知識や技能に
関心を持ち、これらの習
得に向けて粘り強く取り
組もうとしている。

・建築用木材の種類と特
徴、木材一般の性質、合
板など木質材料の特性に
ついて基礎的な知識を習
得し、技術や技能を身に
付けている。

・継手や仕口の種類と使
用箇所、接合部に用いら
れる金物の種類などの知
識を習得し、技術や技能
を身に付けている。

・地盤の種類や強さと関
連させて、基礎の形式な
どの知識を習得し、技術
や技能を身に付けてい
る。

・軸組構成の概要を把握
させ、土台・柱・胴差の配
置などの知識を習得し、
技術や技能を身に付けて
いる。

・木質材料の特性の知
識・技能を身に付けると
ともに、その成果を適切
に表現することを考えて
いる。

・継手や仕口の種類と
使用箇所、接合部に用
いられる金物の種類の
知識・技能を身に付け
るとともに、その成果を
適切に表現することを
考えている。

・地盤の種類や強さと関
連させて、基礎の形式
などの知識・技能を身に
付けるとともに、その成
果を適切に表現するこ
とを考えている。

・軸組構成の概要を把
握させ、土台・柱・胴差
の配置などの知識・技
能を身に付けるととも
に、その成果を適切に
表現することを考えて
いる。

・建築材料に関する基
礎的な知識や技能に関
心を持ち、これらの習得
に向けて粘り強く取り組
もうとしている。

・継手や仕口の種類と
使用箇所、接合部に用
いられる金物の種類な
どに関する基礎的な知
識や技能に関心を持
ち、これらの習得に向け
て粘り強く取り組もうと
している

・地盤の種類や強さと関
連させて、基礎の形式
などに関する基礎的な
知識や技能に関心を持
ち、これらの習得に向け
て粘り強く取り組もうと
している

・軸組構成の概要を把
握させ、土台・柱・胴差
の配置などに関する基
礎的な知識や技能に関
心を持ち、これらの習得
に向けて粘り強く取り組
もうとしている

　・軸組構成の概要を把握させ、土台・
柱・胴差の配置、および、それぞれの部
材の接合方法、慣用的な断面寸法、使
用材料について学習する。

　・継手や仕口の種類と使用箇所、接合
部に用いられる金物の種類と使用箇
所、接合の注意点について学習する。

３　木材の接合

４　基礎

５　軸組
（１　軸組のあらまし～７
間柱・貫）

8

・建築構造の歴史的発達を社会情勢や
科学技術の進歩、発展などについて学
習する。
・建築物はどのような部分からなりたっ
ているか理解できるように学習する。
・躯体に用いる材料、つくり方、形による
分類について学習する。
・建築物に作用する外力の種類、外力に
より生じる力の種類について学習する。
また、建築物に与える自然災害の影響
について理解させ、防災意識の高揚も
はかる。
・建築材料の規格、建築物を設計施工
するための法規や規準について概要を
把握させるように学習する。（建築構造
p４～１６）

第２章　木構造
１　構造の特徴と構造形
式

２　木材

４　建築物に働く力

木構造の一般的な特徴を把握させ、現
在用いられている構造形式の種類と特
徴の概要を理解する。

・建築用木材の種類と特徴、木材一般
の性質、合板など木質材料の特性につ
いて学習する。

・地盤の種類や強さと関連させて、基礎
の形式、設計上の注意点について学習
する。

４

５

６

７

１　建築構造の歴史的発
達

２　建築構造のなりたち

３　建築構造の分類

・建築構造の歴史的発
達、なりたち、分類、建築
物に働く力、関連する法
規や規準に関する基礎的
な知識を身に付け、身近
な建築物や歴史的建築物
が関わる社会的環境や意
義ついて理解している。

建築物の構造や建築材
料に関する基礎的な知
識や技能の習得をもと
に、建築物の設計や施
工をするときに生じる諸
問題の解決を目指して
自ら思考し、判断し創意
工夫する能力を身に付
けるとともに、その成果
を適切に表現すること
を考えている。

建築物の構造や建築材
料に関心を持ち、これら
に関する基礎的な知識
や技能の習得に粘り強
く取り組むとともに、学
習状況を把握し、自ら
立てた学習計画により
取り組もうとしている。

18

５　軸組
（８　耐震・耐風計画）

・耐震・耐風計画の要点と
手法や耐震補強の必要
性、方法などの知識を習
得し、技術や技能を身に
付けている。

・耐震・耐風計画の要点
と手法や耐震補強の必
要性、方法などの知識・
技能を身に付けるととも
に、その成果を適切に
表現することを考えて
いる。

・耐震・耐風計画の要点
と手法や耐震補強の必
要性、方法などに関する
基礎的な知識や技能に
関心を持ち、これらの習
得に向けて粘り強く取り
組もうとしている

・耐震・耐風計画の要点と手法や耐震補
強の必要性、方法の学習をする。（建築
構造p２２～５５）

主体的に取り組む態度

特記事項

科目目標

評価の観点

思考・判断・表現

学習項目
評価の観点

振り返り
評価規準・評価方法

知識・技術
月

予定
時数

実施
時数

思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

５　関連する法規と規準

令和５年度 シラバス

使用する教科書

実教出版「建築構造」

※標準単位数を下回る場合の理由とその対応策等、必要に応じて記載する欄とする

　建築構造 2

単位数

学習内容（教科書）

必修・選択

必修

建築物の構造や建築材料に関心を持ち、これらに関する基礎的な
知識や技能の習得に粘り強く取り組むとともに、学習状況を把握
し、自ら立てた学習計画により取り組もうとしている。

（１）　建築物の構造について荷重に対する安全性や材料の特性を踏まえて理解するととも、関連する技術を身に付けるようにする。【知識及び技術】
（２）　建築物の構造や建築材料に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。【思考力・判断力・表現力】
（３）　安全で安心な建築物の構造を実現する力の向上を目指して自ら学び、建築の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】

標準単位数

２～６

知識・技術

対象学年・組

1年３組

対象学科・コース・類型・系列

建築科

年間学習計画表

建築物の構造や建築材料に関する基礎的な知識の習
得をもとに、建築に関わる諸事項を合理的かつ的確に
遂行する技術や技能を身に付け、環境への配慮を心
がけたうえで活用することを理解している。

科目名

建築物の構造や建築材料に関する基礎的な知識や技能の習
得をもとに、建築物の設計や施工をするときに生じる諸問題
の解決を目指して自ら思考し、判断し創意工夫する能力を身
に付けるとともに、その成果を適切に表現することを考えてい
る。
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学習項目

評価の観点
振り返り

評価規準・評価方法

知識・技術
月

予定
時数

実施
時数

思考・判断・表現 主体的に取り組む態度
学習内容（教科書）

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

２

３
9 ○ ○ ○

計 70

６　小屋組

７　床組

８　階段

９　外部仕上げ

１０　内部仕上げ

９

１０

１１

１２

１

35

・床組を構成する部材
の配置、名称や働きな
どの知識・技能を身に
付けるとともに、その成
果を適切に表現するこ
とを考えている。

１１　木造枠組壁構法 ・木造枠組壁構法の特徴、構造材料の
特徴、躯体の構成を学習する。（建築構
造p１１６～１２２）

・木造枠組壁構法の特
徴、構造材料の特徴、躯
体の構成などの構成部材
の配置、名称、働きなどの
知識を習得し、技術や技
能を身に付けている。

・木造枠組壁構法の特
徴、構造材料の特徴、
躯体の構成などの構成
部材の配置、名称、働き
などの知識・技能を身に
付けるとともに、その成
果を適切に表現するこ
とを考えている。

・木造枠組壁構法の特
徴、構造材料の特徴、
躯体の構成などの構成
部材の配置、名称、働き
などに関する基礎的な
知識や技能に関心を持
ち、これらの習得に向け
て粘り強く取り組もうと
している。

・階段を構成する部材
の配置、名称や働きな
どの知識・技能を身に
付けるとともに、その成
果を適切に表現するこ
とを考えている。

・外部仕上げの役割と
材料を理解し、適切な
仕上げ材料を選択でき
るような知識・技能を身
に付けるとともに、その
成果を適切に表現する
ことを考えている。

・内部仕上げの役割と
材料や床・内壁・天井・
造作・開口部などの構
成部材の配置、名称、
働きなどの知識・技能を
身に付けるとともに、そ
の成果を適切に表現す
ることを考えている。

・小屋組を構成する部
材の配置、名称や働き
などに関する基礎的な
知識や技能に関心を持
ち、これらの習得に向け
て粘り強く取り組もうと
している

・床組を構成する部材
の配置、名称や働きな
どに関する基礎的な知
識や技能に関心を持
ち、これらの習得に向け
て粘り強く取り組もうと
している。

・階段を構成する部材
の配置、名称や働きな
どに関する基礎的な知
識や技能に関心を持
ち、これらの習得に向け
て粘り強く取り組もうと
している。

・外部仕上げの役割と
材料を理解し、基礎的
な知識や技能に関心を
持ち、これらの習得に向
けて粘り強く取り組もう
としている。

・内部仕上げの役割と
材料や床・内壁・天井・
造作・開口部などの構
成部材の配置、名称、
働きなどに関する基礎
的な知識や技能に関心
を持ち、これらの習得に
向けて粘り強く取り組も
うとしている。

・小屋組を構成する部材の配置、名称
や働きを理解させる。部材の一般的な
断面寸法、屋根形状の名称の概略を学
習する。

　・階段を構成する部材の配置、名称や
働きを学習する。

・外部仕上げの役割と材料を理解させ、
屋根・軒天井・ひさしなどの配置、名称、
働きを理解する。建築物を取り巻く自然
条件や人工的な条件を把握させ、適切
な仕上げ材料を選択できるように学習
する。

・内部仕上げの役割と材料を理解させ
るとともに、床・内壁・天井・造作・開口
部などの構成部材の配置、名称、働きを
学習する。（建築構造p６０～１１３）

・床組を構成する部材の配置、名称や
働き、部材の一般的な断面寸法を学習
する。

・小屋組を構成する部材
の配置、名称や働きなど
の知識を習得し、技術や
技能を身に付けている。

・床組を構成する部材の
配置、名称や働きなどの
知識を習得し、技術や技
能を身に付けている。

・階段を構成する部材の
配置、名称や働きなどの
知識を習得し、技術や技
能を身に付けている。

・外部仕上げの役割と材
料を理解し、適切な仕上
げ材料を選択できるよう
に知識、技術を身に付け
ている。

・内部仕上げの役割と材
料や床・内壁・天井・造
作・開口部などの構成部
材の配置、名称、働きなど
の知識を習得し、技術や
技能を身に付けている。

・小屋組を構成する部
材の配置、名称や働き
などの知識・技能を身に
付けるとともに、その成
果を適切に表現するこ
とを考えている。
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4 3 4

○

○

○

計

○○　○○　印　

令和４年度　年間指導計画書（記載参考例）

学校名 課程 校長名 教頭名 担当者名

県立○○工業高等学校 全日制 ●●　●●　印 ○○　○○　印　 ●●　●●　印　

使用する教科書

機械工作 　 2 ４～８ 機械科 １年１組 必修 実教出版　｢機械工作Ⅰ・Ⅱ｣

科目名 単位数 標準単位数 対象学科・コース・類型・系列 対象学年・組 必修・選択

特記事項

※標準単位数を下回る場合の理由等を記載する

【例】指導項目(３)各種の工作法、(４)工業量の測定と計測機器については、1・２年の実習で実践を交えて詳しく学習する。

　　　そのため、科目｢機械工作｣においては基本的な事項の学習にとどめるため、２単位での設定となるが科目の目標は達成できる。

科目目標

　工業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、機械材料の加工や工作に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(１)　機械工作について機械材料の加工性や工作法を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 【知識及び技術】

(２)　機械工作に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 【思考力・判断力・表現力等】

(３)　工業生産における適切な機械材料の加工や工作する力の向上を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製造に主体的かつ協働的に取り組む態度を

　　養う。【学びに向かう力、人間性等】

評価の観点

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

　機械工作について機械材料の加工性や工作法

を踏まえて理解しているとともに、関連する技術

を身に付けている。

　機械工作に関する課題を発見し、技術者として科学的

な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解決する力を身

に付けている。

　工業生産における適切な機械材料の加工や工作する力の向上

を目指して自ら学び、情報技術や環境技術を活用した製造に主

体的かつ協働的に取り組む態度を身に付けている。

・産業社会と環境や資源・エネル

ギーに配慮した機械材料、工作機

械及び工作法が相互に関連して発

達してきたことに着目して、機械

工作法の発達に関する課題を見い

だすとともに解決策を考え、科学

的な根拠に基づき結果を検証し改

善している。

・機械工作法の発達について自ら

学び、機械材料や工作法の発展に

主体的かつ協働的に取り組もうと

している。

年間指導計画表

月
予定

時数

実施

時数
指導項目 指導内容（教科書）

評価の観点 評価規準・評価方法
振り返り

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度

・産業社会と機械工作法の発達

や環境等への配慮を理解させる

には教科書による説明だけでは

足りず、WEB上の様々コンテ

ンツを活用することにより、理

解が深まった。そのため４時間

の実施となった

(２) 機械材料

　ア　機械材料の加工性と

　　活用

　イ　新素材の加工性と活用

・炭素鋼、合金鋼、鋳鉄、非鉄金属などを取り上げ、

　金属材料の機械材料の強さや硬さなどの機械的性質

　や加工性について指導する

　(機械工作ⅠP50～121)

・炭素鋼の二元合金の状態変化を取り上げ、合金の状

　態変化について指導する

　(機械工作ⅠP64～66、P95～101)

・焼き入れ、焼き戻しなどを取り上げ、熱処理につい

　て指導する

　(機械工作ⅠP87～93)

・ナノ素材や高分子材料などを取り上げ、新素材の機

　械的性質や加工性について金属材料と比較して指導

　する

　(機械工作ⅠP122～139)

(３) 各種の工作法 ・鋳造、溶接、塑性、切削、研削、鍛造などを取り上

　げ、工作法の原理と方法及びその発展の動向を、生

　産の自動化や省力化などと関連づけて指導する

　(機械工作ⅠP142～232)

　(機械工作ⅡP8～82、P199～200)

・レーザー加工、放電加工、液体ジェット加工、超音

　波加工、多軸数値制御工作機械などを取り上げ、技

　術の進展に対応した工作法の原理と方法を関連付け

　て学指導する

　(機械工作ⅡP86～146)

・工作物の製作過程に着目するととも　に、ジグや取

　付具の構成とその用途について指導する

　(機械工作ⅡP197～199)

(１) 機械工作法の発達 ・機械材料、工作機械及び工作法が相互に関連して発

　展してきたことについて指導する

・産業社会と機械の発達との関係について指導する

　(機械工作ⅠP5～10、機械工作ⅡP205～209)

・機械工作法の発達について産業

社会と機械工作法の変換とを踏ま

えて理解している。

(４) 工業量の測定と計測機器

　ア　工業量の測定

　イ　計測機器の活用

・工業生産における計測の影響や果たす役割について

　取り上げ、測定の意味及び精度と誤差について指導

　する

・マイクロメータなどの計測機器の原理について指導

　する

・表面荒さ測定器や三次元測定器などの計測機器の機

　能及び操作について指導する

　(機械工作ⅠP12～46)

(５) 生産の管理

　ア　生産計画と管理

　イ　情報技術による生産の

　　システム化

・生産計画、工程管理、品質管理、資材と機械・工具

　の管理、原価管理及び安全管理を相互に関連付けて

　指導する

　(機械工作ⅡP150～185)

・労働災害の予防、安全対策について取り上げ、安全

　管理の目的、災害の種類、災害の防止や安全管理組

　織を相互に関連付けて指導する

　(機械工作ⅡP186～195)

・生産システムの管理技術について情報化やグローバ

　ル化と関連付けて指導する

　(機械工作ⅡP162～167)

学習指導要領の

指導項目を記載

学習指導要領工業解説を参考に、

生徒や地域の実態、学科の特色

等に応じて適切に設定すること

ＰＤＣＡサイクルによる授

業改善を図るため１年の振

り返りコメントを記入

学習指導要領の

科目目標を転記


